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I.緒 言

現代の女性は,様々なストレスが誘因となって女性

特有の身体不調に悩まされていることが多い。しかも

これは社会人のみならず,学校に通う女子生徒・学生

にまで及んでいる。これまでにも中高校生や大学生を

対象とした｢不定愁訴｣や疲労感などの調査はいくつ

か見られ1)2)3),彼らのライフスタイルやストレス,健康

意識などとの関連性が検討されている。

しかし,これまでの研究では,様々な愁訴の原因を

もっぱら彼らの生活習慣やストレスなどに求め,機能

的あるいは生理的な身体不調,とくに女子特有の身体

不調についてはほとんど考慮されていない。

我々はこれまでに,20代から40代の女性を対象とし

た全国調査を行い4),この中で,最も若い20代に自律神

経系の不定愁訴が多いこと,自律神経不定愁訴は月経

に関連する愁訴と密接な関係があることなどを明らか

にした。そこで本研究では,さらに年齢の低い10代後

半の思春期女子を追加調査することにより,これまで

の研究で明らかとなった30代女性の愁訴と比較して検

討することとした。これにより,思春期女子の「不定

愁訴」の実態を明らかとなり,また今後の学校現場に

おける指導の一助なりうる若干の知見を得たので,以

下に報告する。

II.対象と方法

調査は,全国9ヵ所(長崎,大阪,京都,岐阜,愛

知,三重,山梨,新潟,福島)で行なった。調査対象

は,15歳から19歳までの思春期女子約300名と30代の女

性約900名である。思春期女子の対象者はおもに女子高

校生で(約85%),その他に専門学校生･大学生･有職

者も含まれる。一方30代の女性は,主婦･常勤有職者･

パートタイマー・自営業など多種多様な職業構成であ

る。

図1 10代女性の主な自律神経系不定愁訴(訴え率)
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調査方法は,自記式のアンケート(無記名)による

留め置き調査である。調査内容は,自律神経系の症状

を中心とした不定愁訴(43項目)の有無や,月経前あ

るいは月経中に決まって起こる症状(各19項目)の有

無を尋ねた。なお,自律神経系の不定愁訴に関しては,

阿部らが5)CMI(コーネル･メディカル･ｲIンデックス)

を参考にして,自律神経失調症を診断する項目として

選んだ43項目について質問した。月経前や月経中の不

調に関しては,我々が独自に選んだ19の症状(身体的

および精神的愁訴を含む)の有無を質問し,薬などを

使用したり寝込んだりすることがあるかどうかもあわ

表1 自律神経的系不定愁訴43項目の訴え率

せて調査してこれらの症状の強さを検討した。なお,

本調査は主として1992年度~1993年度の約2年間に行

なわれた。

Ⅲ。結 果

自律神経系不定愁訴43項目の訴え率を,10代と30代

で比較した(表1下部)。43項目中の平均愁訴数は,10

代が8.29 (±6.03)個であり,30代の7.61 (±5.71)

個に比べてやや多かったが有意な差はなかった。愁訴

が11個以上ある「多愁訴者」の割合は,10代で全体の

31.0%あったが,30代の27.1%と比べてそれほど大き

な差はみられなかった。

10代の愁訴で多いものを列挙すると(図1および表

1),「疲れてぐったりする」･の63.8%が最も多く,つ

いで「肩や首すじがこる」の58.5%,「乗り物によう」

(46.3%),丁よく便秘をする」(40.1%),「夏になると

表2 最近約半年間の月経周期について

表3 月経中の不調19項目の訴え率
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体がだるい」(40.1%)の順となっていた。これを30代

の愁訴と比較してみると,30代で最も多い愁訴「肩や

首すヒがこる」は70.7%で,10代の58.5%の方が有意

に低かったが,「疲れてぐったりする」は10代が63.8%

で,30代の57.0%より有意に多かった。そのほか,「心

臓がしめつけられる」「人より息切れがしやすい」「た

びたびめまいがする」「気が遠くなり倒れそうになる」

「乗り物によう」などの項目で,10代は有意に30代よ

り訴え率が多かった。逆に30歳の訴えが多かったのは

「夏でも手足が冷える」「肩や首すじがこる」「足がだ

るい」「ひどい頭痛がする」などの項目であった。

次に,月経が順調かどうかの質問には,30代は83.0%

が順調と答えたが,10代(16歳~19歳)では64.2%が

順調と答えるにとどまった(表2)。その際,月経前や

月経中に決まって(定期的に)起こる身体不調を19項

目例示し,これらの有訴率を表3および表4にまとめ

た。これによると,月経前の愁訴(表3)では,ほと

んどの項目で10代が30代より訴え率が低く,強い症状

がある人の割合も低かった。しかし,月経中の愁訴で

は(表4),「胃痛」「下腹部痛」や「便秘」が10代に多

表4 月経中の不調19項目の訴え率

く,「頭痛」「下痢」は30代に多かった。寝込んだり薬

を使用するような強い症状は10代の26.5%に見られ,

30代の20.9%よりやや多かった。

IV.考 察

特別な器質的な障害が認められないにもかかわらず

なんらかの身体不調を訴える,いわゆる「不定愁訴」

は,従来から,どの年代においても,男子よりも女子

に多く見られると言われている6)。これには,女子がそ

の特性としていろいろな症状を比較的安易に訴えやす

いという面と,月経による周期的なホルモン分泌の変

化にともなう体調の変化が少なからず見られるという

側面がある。そのため本調査では,女子の身体不調を,

一般的な身体不調(自律神経系不定愁訴)と,月経に

随伴した症状の2つの面から見るために,それぞれ別

の質問紙を用意して検討した。

疾病としての「自律神経失調症」は,かつては女性

の場合20代に多く,ついで30代,10代,40代の順に多

いと言われでいたが6),最近は更年期の40代~50代,あ

るいは,若年者に多くなっているとも言われる。今回

の調査の結果によると,10代後半の女子の自律神経系

愁訴の訴え率は,30代と比ぺてやや多く,とくに,強

い「疲労感」や,「心臓」「息切れ」「めまい」などの一

見成人病を疑わせるような愁訴を30代より･多く訴えて

いることがわかった。近年,学校生活のもとで「疲労」

を訴える中・高校生が増えているという報告が目立っ

ている1)2)7)がレこうした傾向を反映しているのかもし

れない。

一方,月経周期にともなう愁訴については,10代と

30代とではかなり異なる傾向を示していた。

まず,10代では月経前の愁訴が30代と比べてかなり

低い傾向にあった。月経前の愁訴は「月経前緊張症」

あるいは「月経前症候群」とよばれ,近年の女性の社

会進出や健康志向の高まりとともに注目を集めるよう

になってきた8)9)。月経前の数日間に頭痛や乳房痛など

の身体症状や,いらいらや不安感などの精神症状が見

られると言われているが,日本におけるその実態はい

まだ明らかではない。今回の調査では,30代ではかな

りの率でこうした傾向が認められたが,思春期女子に

は,少なくとも月経前の症状が強くて支障をきたして

いる者はほとんどなく,典型的な月経前症候群は認め

なかった。これは,月経前症候群の場合,卵巣機能(黄

体機能)と関連が深いとされており8),月経周期がまだ

確立途上の思春期女子の訴え率が低いのはむしろ当然

ともいえる。表2に示したように今回の対象である10

代では,約36%で月経不順が見られ,ホルモンの分泌

等もアンバランスな状態にある者が多いことが推察さ

れる。

他方,月経中の愁訴では,「下腹部の痛み」が10代の

女子で約59%みられ,30代の48%を大きく上回ってい
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た。「頭痛」や「下痢」は30代の方が多いものの,その

他の愁訴はおおむね10代に多い傾向が見られた。月経

中の愁訴が病的で,臥床や治療を要するような場合は

「月経困難症」と呼ばれるがlo),そのような訴えの強い

者は10代で約27%に認められた。思春期月経困難症の

大部分は機能性であると(すなわち器質的異常を伴わ

ない)考えられており11),またこれらは「排卵性」のも

のと「心因性」のものに大別できると言われているlo)。

前述の月経前症候群で考察したように,思春期女子の

月経周期はまだ確立途上であり,無排卵性の月経も多

く見られると考えられる。本来,無排卵性の月経では

「痛み」はほとんどないとされており,10代の月経困

難症はむしろ少なくても不思議ではない。しかし,実

際には「心因性」の月経困難症など力功口わって,客観

的な評価が非常に難しい状況にある。しかし茅島は12)

月経時の愁訴と精神生理的反応を検討して,痛みの愁

訴が強い人は,実際に集中力の低下や作業能率の低下

をきたすことを報告している。すなわち思春期の女子

にとっては,単なる心因性の愁訴と軽視してそのまま

放置しておくことはできない,重大な問題であると考

えられる。

今後,こうした思春期女子の不定愁訴の実態をふま

え,学校現場においてもきめ細かな対応が望まれる。

V.ま と め

全国9ヵ所の15歳から19歳の思春期女子約300名と

30代の女性約900名を対象として,自律神経系の症状

を中心とした不定愁訴(43項目)の有無や,月経前あ

るいは月経中に決まって起こる症状(各19項目)の有

無に関する調査を行った。その結果以下の知見が得ら

れた。 「

1.自律神経系の不定愁訴の訴え数では,10代と30

代で大きな差は見られなかった。

2.自律神経系愁訴で10代に多いものは,まず「疲

れてぐったりする」で,ついで「肩や首すしがこる」

「乗り物によう」「よく便秘をする」「夏になると体が

だるい」の順であった。30代の愁訴と比較してみると,

「肩や首すしがこる」は30代の方が多いが,「疲れて

ぐったりする」や「心臓がしめつけられる」「人より息

切れがしやすい」「たびたびめまいがする」などの項目

で,10代は30代より有意に訴え率が高かった。

3.月経前の愁訴は,ほとんどの項目で10代が30代

より訴え率が低く,強い症状がある人の割合も低かっ

た。しかし,月経中の症状では「胃痛」「下腹部痛」や

「便秘」が10代に多く,「頭痛」「下痢」は30代に多かっ

た。また,寝込んだり薬を使用するような強い症状は,

10代の26.5%に見られ,30代の20.9%よりやや多かっ

た。

以上のことをふまえて,今後,学校現場において女

子に対するきめ細かな対応が望まれる。
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